
だるまさんがころんだ
作・演出○坂手洋二

私ども燐光群は、この夏『だるまさんがころんだ』の5度目の公演を行う予定がござい
ます。つきましては、本公演をぜひ頂きたく、ご案内を送らせて頂きました。

江東区文化センター（8/19～21 東京）、吹田市文化会館メイシアター（9/8・9 大阪）、
国内ツアーに加え、ブカレスト（ルーマニア）フランクフルト（ドイツ）・トビリシ（ジョー
ジア：旧グルジア）での海外公演も予定しております。

本作は2004年2月に初演し、5ヶ月後に追加公演･全国ツアーを展開、同年いくつもの演
劇賞を受賞し、その後も'05年・'08年に再演するなど、高い評価を頂いている作品です。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

〔 2004年度 受賞 〕

読売演劇大賞 ＜選考委員特別賞･優秀演出家賞＞
鶴屋南北戯曲賞 ／ 朝日舞台芸術賞 舞台芸術賞

「シアターアーツ」誌  ベスト舞台･ベストアーティスト

rinkogun@ alles.or.jp　☎03-3426-6294　FAX 03-3426-6594
http://rinkogun.com/　〒154-0022 世田谷区梅丘1-24-14 フリート梅丘202

（有）グッドフェローズ 



初演時劇評より

2004年2月、燐光群は坂手洋二の書き下ろし新作『だ
るまさんがころんだ』を発表、「イラク戦争の現実
に拮抗する日本唯一の演劇表現」として高い評価
を得ると同時に、各方面に圧倒的反響を呼び起こ
しました。さらに、全国各地からの熱望の声に応え、
同年7月から、東京での追加公演を皮切りに、岡谷・
伊丹・名古屋・浜松・足利・仙台で上演、各誌・紙にお
いても激賞され、各賞を受賞しました。翌2005年
には、東京、うるま市（沖縄）、横浜市にて、2008年
にも再び東京で上演しています。

2003年、アメリカを中心とした国々のイラクへの
進攻が始まり、後方支援とはいいながら戦地への
自衛隊「派兵」が現実になって以来、改めて日本が「戦
争」にどのように向き合うかが問われることとな
りました。『だるまさんがころんだ』は、こうした状
況に向き合い、＜ラディカル＞さと＜ポップ＞さ
を併せ持ち、同時に豊かな演劇性を湛えた独自の
世界を生みだしました。
燐光群は1995年、自衛隊に所属しながら戦争に反
対する運動をしている実在の自衛官たちに取材し
た『反戦自衛官』を発表。1990年には湾岸危機を背
景にした『レフトハンド・マシーン』も手がけてい
ます。最近の『CVR チャーリー・ビクター・ロミオ』

『ララミー・プロジェクト』といった「ドキュドラマ」
上演の成果も踏まえ、そうした「現実を切り取る腕
力」と、『屋根裏』に代表される「演劇の多様性・エン
ターテイメント性の追究」が調和した、新たな表現
世界が拓かれました。
坂手洋二は、2001年より日本劇作家協会・国際交
流基金等によるアジア9ヶ国の演劇人による「地雷」
プロジェクトに参加しています。2001年7月にシン
ガポールで行われた合宿では、「地雷」をテーマに
した作品の競作・提出が行われ、その中で坂手は、
本作『だるまさんがころんだ』のテキストの一部に
もなっている『セントラルパークの地雷』を発表し
ました。このプロジェクトの経験を生かし、坂手は
本作品で「地雷」「兵器」「戦争」を全く新しい視点か
ら描きだしています。

日本は2007年2月のクラスター爆弾禁止会議参加
国の中で、「第二の地雷」とされるクラスター爆弾
の保持を禁ずる「オスロ宣言」を支持していません
でした。その後、'09年7月にオスロ条約（クラスター
爆弾禁止条約）を批准しましたが、世界的に今なお
広がる地雷の被害を前に、この劇の持つ先進性と
意義が、改めて注目されています。

なお、2009年7月に劇団青羽により『だるまさんが
ころんだ』（改題「ムクゲの花が咲きました」）とし
てソウルで上演され、好評を博しています（キム・
カンボ演出）。

「二人の自衛官」

「セントラルパークの地雷」

「義足の女」

「家族」



第8回鶴屋南北戯曲賞  選考委員選評より

。

山口宏子　朝日新聞社
小劇場の濃密な空間で上演された「だるまさんがころんだ」は、われわれの一見平穏な生活が戦場と
地続きであることを、改めて実感させた。テーマは「地雷」。海外に派遣された自衛隊員、地雷除去
に携わる女性とヤクザの交流、この武器を製造する日本の会社員とその家庭、故郷を追われたアジア
の民……。複数の物語の断片をテンポよくつなぎ、喜劇性も加味した戯曲は、重い主題を身近にし、考
える材料を鋭く突きつける。坂手洋二さんの個性と実力が発揮され、実に刺激的な作品になった。自
衛隊が、戦争をしている国に初めて派遣された2004年。大きな曲がり角にさしかかったこの時代を鮮
やかに映した、秀作だ。

石山俊彦　共同通信社
坂手さん独特のオムニバス形式で各場面が有機的に展開する中で、子供の遊びが持つ無邪気でユーモラ
スなイメージを、対人地雷の怖ろしさに結びつけ、観客の想像力を刺激した。犠牲者の思いが夢幻能の
ように立ち上ってくる。メッセージ性がストレートに出すぎると、見るものの想像力を殺いでしまうこ
ともあるのだが、この作品は演劇的手法を見事に生かしている。

竹島勇　中日新聞東京本社
「自分」の立つ位置が問われている　　観る者にそんな思いを感じさせる舞台を作り続けているのが坂
手洋二だ。
「だるまさんがころんだ」は「地雷」が日本人にとって、いや観る者が「自分」にとってかかわり深い
ものと感じられるよう趣向が凝らされている。「オムニバス」「時事的情報」「笑いのバランス」など
が、誰もが知る子供の遊びのフレーズとともに効果的に劇イメージを増幅させた。

内田洋一　日本経済新聞社
現代の危うい虚実の皮膜を演劇という鋭利なメディアで刺し貫く試みだった。地雷をめぐる挿話をつな
ぐことで、黒い笑いを帯びた悪夢の世界へと観客を突き落とした。登場者の多くは幽霊のような存在で
あり、出来事は彼岸と此岸のあわいに浮かぶ蜃気楼のように浮かんでは消える。一瞬の転換で残像の尾
をひきながら、映像よりはるかに生々しい身体感覚、そのうずきを観客に知覚させた。今の日本人の網
膜はまさにこうした虚実のあわいにあると思わせられたのだった。長く語り継がれる作品となるだろう

河村常雄　読売新聞社
この作品は、地雷の非人間性を訴えるテーマを露骨に提示することなく、地雷製造メーカーの社員や家
族、やくざ、地雷除去活動家、自衛隊などのエピソードを笑いをまじえながら積み重ね、テンポよく核
心に迫った。小津映画を彷佛とさせる鴨川てんしの快演も、印象に残る。

高橋豊　毎日新聞社
2004年は、新作の創作劇の上演が目立たなかった年という印象が強い。その中で、ず抜けていたのが、
燐光群の坂手洋二作「だるまさんがころんだ」である。
地雷に象徴される世界の政治構造を、オムニバス形式でえぐり出しているのだが、ブラックユーモアに
包んで笑いから迫っているのがいい。幾つもの話が進行しながら、背後にある巨大な存在が浮かび上が
ってくる。
地雷や不発弾が転がる荒野で、派遣自衛隊員たちが「だるまさんがころんだ」に興ずる出だしから、ぐ
いぐい観客を引っ張って行く。NYのセントラルパークに地雷が設置されていたらという「幕間狂言」
が、「9・11」事件前に書かれたことも特筆したい。
幕切れになって、登場人物たちが実はすべてあの世の死者なのではないか、と思えてくる。燐光群の俳
優陣のアンサンブルも見事だった。



2004年 朝日舞台芸術賞 舞台芸術賞 受賞コメント

本日は燐光群『屋根裏』アメリカツアーのためスタッフとともにピッツバーグへ先乗りしており、この場
に馳せ参じることができないことをお詫びいたします。
朝日舞台芸術賞をいただいたことは、私にとって大きな喜びでした。
その理由は、私の劇団である燐光群で2004年に私が戯曲あるいは演出、美術を手がけた作品のすべてを
受賞の対象としてくださったことです。
燐光群は今年で創設23年目となります。
もともと演劇というモノに対して斜に構えていた私にとって、演劇よりも先に劇団という存在があるこ
とが、つねに創作の原動力でした。
気がつけば私たちの同時代の小劇団の多くは解散し、あるいは形態を変えてしまい、集団による想像力
をたいせつに考える在野の小さな劇団はほとんど姿を消してしまいました。
私たちも、いつまでこのような形で活動を継続できるか知れません。
しかしこうして仲間と共に2004年という時代を生きたことの全体性を評価していただいたことにより、
時代遅れに見えるかもしれない、また、アマチュアとプロの境目も曖昧な、どろくさい劇団の作業を続け
ていく勇気とエネルギーが湧いてきます。
私たちには演劇が必要です。
演劇を使って感じ、考える習慣が、私たちに生きる糧を与えてくれています。

『だるまさんがころんだ』は、私たちにとって、確実に、このような劇を上演するために私たちは演劇を続
けてきたのだという手応えを得られる作品でした。
私たちがこの劇を作りはじめたころ、アメリカの理不尽な「開戦」により、「第二の地雷」と呼ぶべきクラ
スターの不発弾が散らばるイラクへ、日本の自衛隊員たちが「派遣」されたのです。
私たちは、自分たちが生きている間には地球上に存在する対人・対戦車地雷を完全に撤去することは不
可能であるという現実に対して、私たちが発狂せずにいるためには、それが演劇であれ、別な手段であれ、
人間と人間が信頼しあい、お互いを大切にするという以外に方法がないことを痛感しました。
斎藤憐さん、ジョン・ロメリルさん、そして今はなきクォ・パオクンさん、志摩真実さん、その他多くの「ラ
ンドマイン・プロジェクト」に携わってきた日本、オーストラリア、アジアの仲間たちに、心から感謝いた
します。（中略）

私たちがこうした三本の作品を発表した後も世界の情勢は、臆
面もなく、恥ずかしげもない退廃の一途をたどっています。
イラクにはまだ自衛隊がいます。
イラクで、パレスチナで、理不尽な虐殺が続いています。
こうした現実に対し異議を唱える勇気を持てなければ、私たち
は表現者たり得るでしょうか。
たった一つのコトバ、わずかなまなざしの変化が相手に伝わる
と信じなければ、生きていくことができるでしょうか。

皆様のご支援に、心から感謝します。
坂手洋二

燐光群で発表した新作『だるまさんがころんだ』『私たちの戦争』『ときはなたれて』を対象として坂手洋二が受賞｡

「地雷商人」
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